
○　本校の概要 令和6年10月31日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

Ｄ

Ａ

Ｃ

２：

３：

２：

２：

１：

１：

③情報技術を適切に活用した授業の実施を通して、情
報活用能力の育成を図っている。

④あゆみとキャリアパスポートを連動させ、児童一人一
人の「自立」を目指す育成を図っている。児童が設定し
た目標に応じた指導と助言を適切に行っている。

②学校内外での様々な体験活動や自己評価する習慣
づくりを推進し、自ら考え判断する力や、他者と協働して
いく力の育成を図っている。

１：

３：

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

④教員が児童に寄り添いながら、観察（見取り）や指導
を行っている。また、課題に対して迅速で細やかな対応
を年間を通じて行っている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児童・生徒に教
員が向き合う時間を確保する等、ウェルビーイングを高
める取組を行っている。

Ｃ

Ｃ

４：

３：

③体育や保健体育の授業など様々な機会を通して、健
康教育や食育を推進し、基本的な生活習慣の確立を
図っている。

②教職員がそれぞれの専門性を生かしたり、地域の特
色を生かしたりして教育活動を行っている。

④一人一人の教員が、校内研究やＯＪＴ、主任会や学
年会を生かしながら、各教科等の教材研究や生活指導
等について考え、指導力を向上させている。

③教員は、危険な場所がないか、危険な場所を作って
いないかを常に考え、児童が安全に過ごせる教育環境
を意識的につくり、日々の指導を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危険や災害に
対する教育を関係機関と連携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全な学校生活
づくりを踏まえて、学習環境を整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然防
止、早期発見、早期対応等のための組織的な対応を実
施している。

⑤読書計画をもとに、読み聞かせや読書の機会を確保
し、本に親しむきっかけを作り、読書活動の充実と読解
力の向上を図っている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向けて、教員
の資質・能力の向上や校内における支援体制の充実、
特別支援教室巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
との連携等、児童・生徒・保護者が相談しやすい環境を
整備し、一人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

③現代社会における地球規模の課題を自分事として捉
え、その解決に向けて考え、行動する力の育成を図って
いる。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を行うため、保
幼小の連携や小中一貫の視点に立った教育を行ってい
る。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出す個別最適
な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点による授
業改善を行っている。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや科学教育を
推進し、課題解決力や新たな価値を創造する力の育成
を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英語に慣れ親
しみながら会話をする機会を増やし、英語力やコミュニ
ケーション能力の向上、豊かな国際感覚の育成を図っ
ている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人権教育を推
進し、自分とは異なる文化や価値観をもつ相手を理解
し、互いに尊重し合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

Ｄ

Ａ

④学校は、児童に地域行事の周知や参加を呼びかけ、
地域と連携して児童の地域への愛着や誇りをはぐくん
でいる。

①道徳科を中心とした各教科等での学習などを通じて
継続的に道徳教育を実施し、豊かな情操や道徳心の育
成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた学習支援、各
種検定の実施を通して、すべてのこどもに確かな学力
の育成を図っている。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAなどと連携した
講演会・学習会、またはその双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の健全育成や
安全指導に係る取組を地域の協力により実施してい
る。

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づくり」を目指して
地域と学校が連携・協働した様々な活動を実施してい
る。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
の
学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを
進めるとともに、
学校・家庭・地
域が連携・協働
して、地域社会
全体でこどもた
ちを育成しま
す。

目標に対する成果指標

４：

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

２：

Ｃ

３：

３：

３：

Ｂ

令和６年度　大田区立多摩川小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

　本校は今年度、開校６９年を迎える。児童数は５６８名、学級数１９学級、特別支援教室の拠点校となっている。正規教職員は３２名、講師・補助員等を入れると総勢５７名の教職員が「チーム多摩川」として児童を指導・支援している（令
和６年４月１日現在）。本校は、笑顔で光り輝くウェルビーイングな学校を目指している。ウェルビーイングは、身体だけでなく精神面・社会面 も含めた“新たな健康”を意味する言葉で、｢経済だけでなく、生活の価値や評価、感情に至るま
で“こころ”の健康を含めて捉える“新しいものさし”である。　本校では、こどもたちに「自分の生き方だけではなく、家族や友達、自分が住む町・国などが、どのようにすれば“より良い状態”でいられるか」について考えさせている。ウェル
ビーイングには、「バランスとハーモニー（調和）」が重要である。学習だけでなく運動や健康、食事、人間関係などをバランス良く、さらに前向き（ポジティブ）に調和させていく、そんな学校を目指している。令和７年度は７０周年。新教科「お
おたの未来づくり」も推進し、「矢口地域で育ち、地域を愛し、地域に貢献するこども」＝「矢口地域を笑顔にするこども」を育てている。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上しま
す。あわせて、
教師がやりがい
をもって働くこと
ができる魅力的
な環境づくりを
進めます。
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別
目
標
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学
校
力
・
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師
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を
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さ
せ
ま
す

学校関係者記入欄成果
評価

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

４：

３：

２：

１：

４：

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の
伝統文化に触
れ、尊重する心
や、協力していく
態度を育成しま
す。また、国際
社会・地域社会
に関心をもち、
持続可能な社会
を形成していく
態度を形成しま
す。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎
となる力として、
豊かな心や確か
な学力、健やか
な体を育成しま
す。また、乳幼
児期から中学校
までの一貫性の
ある教育を推進
します。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況にあ
わせて教育環境
を整えるととも
に、相談機能の
充実を図ること
で、すべての児
童・生徒が自分
らしくいきいきと
生きるための学
びを支援しま
す。

２：

１：

４：

１：

４：

４：

学校施設につい
て、ICT環境等
の教育環境の
整備を推進する
とともに、児童・
生徒の安全・安
心を向上させる
ための教育を推
進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空

間
と
安
全
・
安
心
な
教
育

環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ

④ＣＳの熟議を生かし、教員が「地域を知り、地域を愛
し、地域を笑顔にする」を意識した指導を行っている。教
員が保護者や地域とのかかわりを積極的にもち、児童
にも人とかかわることの大切さを指導している。

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ


